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自然の叡智
1
彼 は,人 間 としては当然 であ ろ うが,自 分が生れ,生 きた地球 ・自然 に愛着を覚えてい る。
そ もそ も,人 問は土 か ら造 られた のである。それゆえに,自 然 ・地球 に無 限のaffinitiesを覚
えて しか るべ きである。また,終 には我 らの肉体は この 自然に帰ってい くのであるか ら,自然 ・
地球はま さに我 らの一部,我 らは生物 であるけれ ども,死 す れば無生物 となる。 この骨 も肉も
血 も,す べて,大 自然へ と帰 ってい く。人が生 きてい る間に,そ の まことの有様を感 じ取れぽ,
この世の虚 しさを感 じ,創 造主 にます ます の愛を覚え ることであろ う。 ワーズワース の自然愛
は,深 くは ここに由来す るので ある。 自然 をめ でる愛ではない。 日本的な風流か らくるのでは
ない。心の清い人が感Lる 人 間観,自 然観 である。
YetwereIgrosslydestituteofall
Thosehumansentimentswhichmakethisearth
Sodear,ifIshouldfail,withgratefulvoice
Tospeakofyou,YeMountainsandYeLakes,
AndsoundingCataracts!YeMistsandWinds
ThatdwellamongthehillswhereIwasborn.
(だが,そ れ で もや は り,私 が 感 謝 に 満 ち た 声 で,
君 た ち,山 々 や 湖 水 よ!
ま た 轟 き わ た る 滝 よ!私 の 生 ま れ た 山 々 に住 む
君 た ち,霧 や 風 の こ とを,こ う し て 語 る こ とが も し出 来 な い と し た ら,
(II,437-42)
この大地を私 に これ ほ どまでになつか しいものに して くれ る人間的感情 が,
私か ら,あ らま し奪 い とられ て しま うことになるだろ う。)
*本 論は1989年7月16日,小牧久時平和財団 ・世界大学 ・フランス国際大学 ・地球みどりの会連合主
催 「絶対平和への四段階連続公開講座」第四回分科会講座(世 界大学講座シリーズー2-)で 発表し
たものに補足 したものである。
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ワーズワースは生れたままの純真な心を一生保持 し得た数少ない人間であった。 これこそ人
間のあるべ き姿の模範であろ う。人は何故 くだ らない名誉とか,富 とか,低次元の欲望に振 り
回されるのだろ うか。人間存在の危機,人 は(す べての生きものは)自然の一部であ り,その
体は土 と変わらず造 られて生きているものである,そ して,そ の原因は神にあるとい うことを
悟れぽ,自 と神を愛 し,この世的な価値を卑 しむことになるだろ う。そこまでいかない人間は
真に浅薄で,哀 れであ り,虚しい生涯を送ることになろ う。ワーズワースはこのように,人 間
存在の危機の有様を感得 した人間である。繰 り返すが,そ の真実の人生のあ り方を詩人に教え
たのは,神 の被造物なる自然であった。
彼の神への信仰の特徴は,極 めて客観的な実直性になる。これは極めて,健全です。それは,
自然が神の御旨の通 りに働き,作用 し,機能 して生きていることを彼が学んだためです。自然
の教えの通 り,その直観的真理を守れぽ,彼は神の摂理からそれることはない0彼は必ず,様々
の異端的思想また,人 間的欲望に惑わされずに,一直線に神の道を歩んでいくことができる。
しかるに,こ のような尊い自然か ら離れた人間は,神 の健全な真理を見失い,人 間の世界にの
み通用する狭い価値観に支配されてしまい,い つの間にか,本 当の真理から堕落してしま う。
ワーズワースはこのような人間の群れを周囲に観察 したのであった。人間は自然か ら離れると,
いかに迷い出るものであるかを教えている。
If,inmyyouth,Ihavebeenpureinheart,
If,minglingwiththeworld,Iamcontent
Withmyownmodestpleasures,andhavelived,
WithGodandNaturecommuning,removed
Fromlittleenmitiesandlowdesires,
Thegiftisyours.... (II,443-48)
自然は本来喜びであ る。すべ ては歓喜 に輝い てい る。特に,心 の純真 な人間は 自然 の中に,純
粋の喜びを見出す ことがで きる。 この よ うに,自 然界 と人間は生命 的交歓 を交流す る ことが 出
来 る。また,自 然 の方 も心 の純真な者に接す る と,喜 びを感 じる。不思議な霊 的交流 である(III,
118-20)。ワーズ ワースの交流 は生物一動植物だけ でな く,無 生物界 に及 ぶ。
Toeverynaturalform,rock,fruitorflower,
Igaveamorallife,Isawthemfeel,
Orlikedthemtosomefeeling;thegreatmass
Laybeddedinaquickeningsoul,andall
ThatIbeheldrespiredwithinwardmeaning.
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(私は岩や果実,花,あ るいは路 上にち らばる小石 にいたるまで,
一つの精神的 な生命を感 じ,そ れ らに,
心 があるのを観て と り,ま たそれ らの一つ一つ を
あ る人間的感 情にぴった りと結 び合わせ た。 こ うして事物 の巨大 なかた ま りは
いまや,い きい きと した一つの魂 となって存在す るもの とな り,
目に見>xる一切の事物が,内 面 の意味をになって息づ くのであった。〉
この詩は日本の純真な詩人八木重吉に共通しよう。
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鉱物界 に も,人 間の気持が及んでい る。神 の立場 に立 てぽ,鉱 物 も植物 も動物 も本質的な区別
はない。 自由に鉱物を生 きものに変える ことができる。ペ トリフ ァイ ド・フォレス トの鉱物 か
ら芽が 出て来 る とい う。また,岩 石 の中には蛋白質が ある とい う。結 晶体を持つ生 きもの もい
ると言 う。創造 の秘義が ここに隠されている。神 の創造 も土か らで,キ リス トが ラザ ロを生 き
返 らせ たの も,無生物界 も生物界 も,神 のめ においては,大 きな相違 はない,と い うことで しょ
う。彼 に とって重要なのは,生 きた人間の魂 が美 である こと,堕 落 してい ない ことです 。我 ら'
の体 も無生物か ら成 り立っている ことの意 味を よく考 えてい きたいものです。命を与え られて
いる間に,こ の命の正体を よく考 えるべ きです。
人間の魂 は;も ちろん全宇宙の生命,一 なる存在者 に帰す る。幼児 の魂は無垢に して,清 く,
そのままに して,天 の御使 い と話 を しているのです。 しか し,こ の魂は人 問の身体 的成 長 と共
に,人 の心 に様々な意識が生 じ,堕 落す る ものもあれ ば,そ れ を留め て,つ いに,天 使 に到 る
もの もあ ります。 この よ うな,魂 の成長 こそ,何 よ りも重要 である と,詩 人は考えてい る。
OHeavens!howawfulisthenightofSouls,
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Andwhattheydowithinthemselves,whileyet
Theyokeofearthisnewtothem,theworld
N?hingbutawildfieldwheretheyweresown.(III,178-81)
(ああ!そ れ に して も,何 と偉 大 な の だ ろ う,人 間 の 魂 の 力 は 。 ま た,
た と>x地上 の か せ が ま だ 身 に そ ぐ わ な い も の で あ っ て も,た とえ こ の 世 界 が 魂 に とっ て
蒔 き つ け られ た 荒 地 に す ぎ な く と も,
こ の 人 間 の 魂 が 内 面 に 成 就 す る こ と が ら の,な ん と偉 大 な こ とだ ろ う。)
魂 こそ,不 朽 の価値 があ る。た と>x,この世は"thewasteland"であった として も,人 間
の魂 は神 の似像性 に帰す るが故に,最 も尊いのであ る。 しか し大学教育は この よ うな魂 の発展
に必要 な科 目を考 えず(III,415-31),学生 自身 も堕落 している(III,455-59;510-23)。やは
り,詩 人は自然 の中に溶け入 って,そ こか ら知 恵を得 よ うとす るのであ る。大学の教 師,学 生,
制度 は純真 な魂 にはむ しろ害になってい る。 ワーズ ワースの魂 の進展は,大 学教 育においてで
はなか った。彼 は無垢 こそは,最 も大切 な ものである と,悟 った。それ故に,彼 は
And,asforwhatpertainstohumanlife
Thedeeperpassionworkingroundmehere,
Whetherofenvy,jealousy,pride,shame,
Ambition,emulation,featorhope,
Orthoseofdissolutepleasure,werebyme
Unshared....
(こ う し て,人 生 に 必 ず つ き も の の,羨 望,嫉 妬,高 慢,恥 辱,
野 心 や 競 争 心 や,不 安 や,希 望 な ど,
私 の 身 辺 に ひ しめ い て い る ひ と きわ 激 し い 数 々 の 情 念
あ る い は,遊 蕩 的 気 分 な ど は,当 時 の 私 に は
ま っ た く無 関 係 だ っ た 。)
(III,531-36)
ワーズワースの偉大さは,彼 の自然教育において得た叡智が,当 時の大学の教育の不 自然さを
悟 らせ,人 の一番大切なもめは無垢であると,知った ことです。無垢こそは,人が神に到達す
る道であるのだか ら。そ して,こ の無垢があらゆる学問に優れていること,魂の発展には欠か
せないことなどを悟ったのです。実にワーズワースは偉大で,か つ天才的な,ま た,人類の模
範に足る詩人であったと解されます。
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思えぽ,何 の人間味もない,言 ってみれぽ,峻厳なる自然の中に喜びを見出すことのできる
詩人の魂は,言 うまでもなく,神と平和の心を得ています。その魂が善良なる人間に接する時
はその喜びと同情に等 しく,よ り甘美なものでしよう。 ここに,人 間の自然 とは異なる独特の
麗 しさが存在する。第四巻の初めで,詩人はその一例を語っています。
GladgreetingshadI,andsometears,perhaps
FrommyoldDame,somotherlygood
WhileshepersuedmewithaParent'spride.(IV,16-18)
(うれ しい 出 迎 え の 挨 拶 を うけ,な か で も 善 良 で
母 親 の よ うな あ の 老 婦 人 は,涙 を 流 し て い た 。
そ し て,生 み の 親 の よ うに 誇 ら し げ に,私 の 姿 を 仔 細 に 見 つ め る の だ っ た 。)
大学生 となって,帰 省 した詩人を出迎>xたときの嬉 しさが ある。 ワーズ ワースは この人 の恩を
感謝 してその思い出を語ってい るのです 。
Thethoughtsofgratitudeshallfalllikedew
Upontheygrave,goodCreature!Whilemyheart
Canbeat,Ineverwillforgetthyname.
Heaven'sblessingbeupontheewherethouBest.(IV,19-22)
(ああ,あ の 善 良 な 人 よ!い ま,そ な た の 墓 の うえ に
私 の 感 謝 の 心 を,露 の よ うに 注 ぎ た い 。
こ の 私 の 胸 が 鼓 動 し て い る 限 り,私 は そ な た の 名 前 を 忘 れ る こ とは あ る ま い 。
そ の 場 所 の 上 に 神 の み 恵 み の 豊 か な ら ん こ と を 。)
人間の善良性に他の人格の善良性が触れた時の喜びは天上の喜びであります。天国での再会は
このような喜びの再現でしょう。善良な人間の魂は自然よりも,もっと大きい喜びを詩人に与
える。次の行はワーズワースの理想の人問観がよく現われているところです。
Herdomesticlife
Affectionatewithoutuneasiness,
Hertalk,herbusinesspleasedme,andnoless
Herdearthoughshallowstreamofpiety
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ThatranonSabbathdaysafreshcourse.(IV,213-17)
(彼女の少 しも気づ ま りな ところのない,ひ たす ら
温かい思いや りにみちたその平穏 な家庭生活,彼 女の話,す る仕事,
わけて も安息 日になる とます ます新鮮 な水路を流れ るよ うな,
浅 くとも,清 らかに澄 んだ,あ の信心深い こころの流れは,
ひ としお私の心を明る くして くれた ものだ。)
ワーズ ワースの理想の人間像 は信仰が あ り,心 の純真な人です 。かか る人が彼 の心を喜 ばせ る。
従って,こ の高貴 で純真 な魂,信 仰 こそが人間の本質であって,こ れが人 間になけれぽ,そ の
人はス ウェーデ ンボルグ流 に言 えぽ,人 間の形を した獣です 。 この ことはワーズ ワースは次 の
よ うに書いている。
Somethingtherewasaboutmethatperplexed
Theauthenticsightofreason,pressedtooclosely
Onthatreligiousdignityofmind,
Thatistheveryfacultyoftruth;
Whichwanting,eitherfromtheveryfirst,
Afunctionneverlightedup,orelse
Extinguished,Man,acreaturegreatandgood,
Seemsbutapageantplayingwithwildclaws....
(理性 の 真 の 洞 察 力 を 曇 らせ
精 神 の 持 つ あ の 宗 教 的 尊 厳,
真 実 な も の が 備 え る あ の 特 質 を,
徹 頭 徹 尾,圧 迫 す る よ う な何 か が 私 に は あ っ た の だ 。
と こ ろ が,も し,そ う した 尊 厳 が 初 め か ら失 わ れ て い て,
そ の 機 能 が ま っ た く作 用 で き な か っ た り,そ うで な く て,
(IV,295-302)
途中で消失 してしまった りすれば,偉 大で優れた被璋物 としての人問は,
醜悪な爪を持った見かけ倒 しの木偶の坊 とな り(後略))
大学教 育は この よ うな堕落傾向 の精神 を矯 め るところである。 しか し,先 述の通 り,大 学は堕
落の世を改革す る どころか,か えって,こ の世 と協調す る ことのみを教え る。従 って,こ こか
らは予言者 的精神 は決 して大学の教 育か らは出て こない。否,そ の よ うな精神を妨げてい る(IV,
292-94)。そ のよ うな危機 の魂 を救 った のは 自然の荘 厳 さであった。ワーズ ワースは これに よっ
て,人 間の 自覚,人 格 の完成の予感を得 たのである。
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Magnificient
Themorningwas,amemorablepomp,
MoregloriousthanIeverhadbeheld.
丿
Imadenovows,butvows
Werethenmadeforme;fondunknowntome
WasgiventhatIshouldbe,elsesinninggreatly,
AdedicatedSpirit.(IV,330-44)
(だが そ の 朝 の
な ん と壮 麗 で あ っ た こ と 。 そ れ ま で に 一 度 も 見 た こ と も な い ほ ど に
輝 きわ た り,そ れ は じ つ に 生 涯,忘 れ が た い 壮 観 だ っ た 。
声 に出 して誓いは しなかったが
その時,は っき りと誓いがなされたのだ。 自分 に もわか らない契 りが,
と りかわ された のだ。 自分は,必 ず,神 聖 な魂 にな らなけれぽな らず,
もしそ うでなけれぽ,重 大な罪を犯す ことになるのだ と。)
この精神 は,神 の創造 の精神 と同一である(Iexperiencedinmyself/Conformityasjustasthat
ofold/totheendandwrittenspiritofGod'sworks")(IV,356-59)。この意味 において,ワ ー
ズワースはヘブ ライの予 言者の系列にあ る者 として の位置を 占める。(彼 自らが,"adedicated
Spirit"になる,こ の考 えは極 めて正当 なる人 間観 であ る。 ミル トンの,ReasonofChuvchGov-
ernmentにあ るよ うに,自 分 自らが 浄め られ,キ リス ト ・イエズスの御 魂に 同質化 され るほ ど
になること,こ れが 人間のま ことの生 き方であ る。あ らゆ る学問 ・知恵 ・知識 はまさに,人 問
が このよ うになる ことのた めに用い るべ きであ る。 このよ うに して,人 は魂 の完成を得 て,天
に帰 り,永 遠に生 きる ことになる。永遠の叡 智を求め るこ とこそ,人 間の本来 の生 き方 である。
それ を,妨 げ るものか ら,遠 ざか らなければ な らない こ とは言 うまで もない。
皿
この考 えは霊魂不 滅の考 え と同 じである。 ああ,人 間の魂 の偉大 さ,あ るいは,人 間の本来
の性 質 といった方が よい。 とい うのは,人 間は堕落 して,こ のよ うな,人 間の本来の 目標 を忘
れてい るか らである。 自分一個が,"ADEDICATEDSPIRIT"にな るこ とが,人 生 のすべ ての
目標 である。第五巻に至って,詩 人は一転 して人 間存在 の悲哀を歌ってい る。T.カ ー ライル
の言葉 で言>xぽ,彼 は 「悲 しみの至聖所」(1)に近付 いているのである。
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Eveninthesteadiestmoodofreason,when
Allsorrowforthytransitorypains
Goesout,itgrievesmeforthyelate,OMan,
ThenparamountCreature!andthyrace,whileye
Shallsojournonthisplanet....(V,1-4)
(人間 よ,そ な た の し ぼ し の 苦 痛 に 対 す る,一 切 の 悲 哀 は
氷 解 す る だ ろ う,も し理 性 を で き る だ け,し っ か り と働 か せ さ え す れ ぽ
だ が,そ の 時 で す ら,お お 汝,最 高 の 被 造 物 よ!
そ な た が,こ の 地 上 に と ど ま る 限 り の
そ な た の 境 遇,そ な た の 営 み は,や は り私 に は 悲 し い の だ 。)
「悲しみの至聖所」はすべての心の純真な人の入るところである。日本人の詩人もこれを歌っ
ている。
「貫ぬく 光」
はじめに ひかりがありました
ひか りは 哀しかったのです
ひか りは
あ りと あらゆるものを
つらぬいて ながれました
あらゆるものに 息を あたえました
にんげんのこころも
ひか りのなかに うまれました
いつまでも いつまでも
いわわれ
かなしかれ と祝福れなが ら
八木重吉詩集より
この哀しみは永遠性を思 うところか ら生ずるといってよい。換言するならぽ,魂 の救われた
者が,こ の世の一時性を認識する時の感情である。その他の哀 しみであれぽ,ワ ーズワースが
歌っているように,理性の力でなくすことができる。この哀 しみは魂が救いに入る必然的な一
過程である。(2)
上辺を飾る学問知識は,こ の地球の消滅と共になくなってしま う。滅ぶべき知識と不滅の知
(1)森 谷 峰 雄 著 『キ リス ト信 仰 と英 米 文 学 』(シ オ ン出 版社,1988),pp.94-96.
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識を混同してはならない。滅ぶべき知識は人間の内部か らくるものであってそこには善はない。
真の知識 とは神か らくるものである,本人がそれを意識するしないに拘 らず。ワーズワースが
悲しんだのは,真 の知識が滅ぶのではないか と思った時である。
forthosepalmsachieved
Throughlengthoftime,bystudyandhardthought,
Thehonoursofthyhighendowments;there
Mysadnessfindsmeitfuel.(V,7-19)
(長い 年 月 を か け,研 さ ん と き び しい 試 作 の す え に か ち と っ た あ の 栄 冠,
励 み に 励 ん だ す え の あ の 栄 誉,そ の ゆ え に こ そ
私 の 悲 しみ は,い よ い よ煽 りた て られ る の だ 。)
Andyetmefeel,wecannotchusebutfeel,
Thatthesemustperish.
(とは い え,結 局,そ うい う も の も消 滅 す る に 違 い な い 。 そ う
わ れ わ れ は 予 感 し,ま た そ う感 じ な い で は い ら れ な い の だ 。)
Athoughtiswithmesometimes,andIsay,
Shouldearthbyinwardthroesbewrenchedthroughout
Orfirebesentfromfartowitherall.
Herpleasanthabitations,anddryup
Oldoceaninhisbedliftsingedandbare....
(時折,ひ と つ の 観 念 が ひ ら め い て,私 は 思 う の だ が,
も し こ の 地 球 が,内 部 か ら の 陣 痛 の た め に ね じれ 裂 け た と し た ら,
あ る い は 彼 方 か ら劫 火 が 燃>xさ か り,生 き と しい け る も の を
な め つ く し,太 古 か ら の わ だ つ み も,底 の 底 ま で
ひ か ら び さ せ,何 ひ とつ の こ さ ず,焼 き 尽 くす こ と に な っ た ら …)
(V,20-21)
(V,28-32)
このよ うに ワーズ ワースの心 は無常感 に襲わ れる。詩人 は永遠の観点か ら考 えている。 ここ
での,彼 の中心思想は霊魂不滅であ る。人 自ら"immortalbeing"(V,22)であ るのだ。 ま こと
に真理 を悟 った魂は神に永久に祝福 され て生 き続けるであろ う。 まことに,生 け る神 の御子 の
魂 と接 した な らば,彼 は真に死ぬ ことはない。 すべ ての学 問は この人 間の叡智を獲得す るため
にある。学 問でな くとも,人 間の生活全般 が この叡 智に到る過程 である と言 って,過 言ではな
い。た とえ,こ の地球が消滅 して も,人 の魂 は,叡 智 に到達 した魂 は生 き残 る。("yetwould
(2)以下は1988年5月9日に,第3回 国連軍縮特別総会シンポジウムにて,筆者が 『宇宙の完成』 と
題して発表 した一文に載せてある。
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thelivingpresencestillsubsist/Victorious"(V,33-34)。それゆ>x,人は全 く不安 になる必要
はない。以上 において,ワ ーズ ワースは,非 常 に 重要 な学問知識論 を述べ てい るの である。
この よ うに,考 える詩人自身は救 いの中に入 ってい る。 この ことについて,少 し,考 えてみ よ
う。
ス ウェーデ ンボルグは,次 の よ うに述べ てい る。
Tothinkthuswhilethinkingfromwhatispresentistothinkatthesametimefromwhatis
eternal;andwhenamansothinks,andatthesametimehelives,thentheDivineProceeding
withhim,thatis,theDivineProvidence,regardsinallitsprogressthestateofhiseternallife
inheaven,‐andleadshimtothatstate.
(Swedenborg,DivineProvidence,p.39.)
(現在 あ る と こ ろ の も の か ら,こ の よ うに 考 え る こ と は,同 時 に 永 遠 で あ る も の か ら考 え
る こ と で も あ る 。 人 が こ の よ うに 考 え る 同 時 に そ の よ うに 生 き る 時,永 遠 の 過 程 は 彼 と共 に
あ る 。 す な わ ち,永 遠 の 摂 理 は,魂 の 発 達 に お い て,天 の 永 遠 の 生 命 の 状 態 を 顧 み る 。 そ し
て,彼 を そ の 状 態 に 導 く。)
概念的にのみ永 遠を考 えるのでは な く,実 際にその よ うに,生 きる人 こそ永遠 の命 のある人
であ る。学問 もこれ と同 じであって,一 は,真 理愛のために為 し,他 は飾 りのために為す。そ
の よ うな二種類 の人間の存在 につ いて,ス ウェーデ ンボルグは書 いている。
Imayrelatehowthecaseis,intheotherlife,withthelearnedwhoacquireintelligenceby
theirownmeditationkindledbytheloveofknowingtruthsforthesakeoftruths,thusforthe
sakeofusesapartfromworldlyconsiderations;andhowthecaseiswiththosewhoacquire
intelligencefromotherswithoutanymeditationoftheirown,asisthepracticeofthesewho
desiretoknowtruthsmerelyforthepurposeofacquiringareputationforlearning,andof
therebyattaininghonourorgainintheworld,andconsequentlynotforthesakeofusesapart
fromworldlyconsiderations.
(真理 愛 の た め に 一 そ れ ゆ>xに,世 間 的 名 声 か ら離 れ た 有 用 生 の た め に一 真 理 を 知 る 愛 に
よ っ て 点 火 さ れ た 彼 ら 自 身 の 瞑 想 に よ っ て,知 性 を 獲…得 す る 知 識 人 と,自 分 自 分 の 瞑 想 に よ
ら ず,し た が っ て,学 識 の 名 声 を 獲 得 し,そ れ に よ っ て こ の 世 の 名 誉 あ る い は 利 益 を 得 る た
め に の み 一 し た が っ て,世 間 的 な 考 慮 か ら 離 れ た 有 用 の た め で は な い 一 真 理 を 望 む 人 々 の 常
の 慣 わ しの よ うに,他 人 か ら知 性 を 獲 得 す る 人 々 が,他 生 に お い て,ど の よ うで あ る か を 述
べ て も よ い 。)
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,真理愛のために,真 理を尊ぶ者 と,名声などを得るために知識を得 る者 との二種類ある。前
者はその魂が知恵そのものであって,祝福される。後者は無知のままの状態である。特に,後
者について,
...theylamentedthattheynowledamiserablelife,becausetheyhadstudiedthesesciences
fornootherend,andthushadnotcultivatedtheirRationalbymeansofthem.Theirspeechis
slowandmuffled.
(ibid.,p.16)
(…彼 は 惨 め な 生 活 を 送 っ て ぎ た こ と を 嘆 い た,な ぜ な ら ぽ,彼 ら は ま さ に こ の(訳 註:
富,名 声,な ど)た め に,こ れ ら の 科 学 を 学 び,科 学 に よ っ て 彼 ら の 理 性 を 啓 蒙 し て こ な か っ
た か ら で あ る 。 彼 ら の 言 葉 は ゆ っ く り して い て,抑 え ら れ て い る 。)
学問知識は心の清 らかさに劣 るのだろ うか。 もっ とも,ス ウェーデ ンボルグが ここで言 って
いるのは,真 理愛の故に学 問を追求す るのが,最 もよい とい うことであろ う。学問があっても,
それが純粋 の目的に よって為 され てい ない時,心 は無知 の状態であ る,と い う。それでは,無
学 に して,否,白 痴に して,心 の清 らか なものは ど うか。 これは真に,深 刻な人生経験 の課題
である。 しか し,ワ ーズ ワースは この問題 に明確 な答 えを 出 してい る。心の清 らかさを欠いた
博士 よりも,白 痴 の方が神 に近 い と歌 ってい る。J.R.WatsonのTheIdiotBoyの解釈 において,
それを見 出す こ とが 出来 る。
Thesimplehappinessofthefourtravellers,outinthenightwiththeowls,iscontrastedwith
thenormalrestraintsofreason,especiallythoseshownbythedoctorwhenheisknockedupin
themiddleofthenight.HeisquestionedbyBettyaboutheridiotboy:shehaslosthim,and
doesthedoctorknowwhereheis?Notunreasonably,thedoctorgoesbacktobed;itis,after
all,hardlyamedicalemergency.YetWordsworthexplorestheserioussideofthecomicsitua-
tion,andindicatesjusthowmuchhumanlovethedoctorismissing.Thejoyfulreunionof
Johnyandhismother,andthespontaneousrecoveryofSusanGale,areevidenceofapowerof
love,selfishness,andhealingthatthedoctorknowsnothingabout.(3)
(フク ロ ー と 共 に 夜 な か に 外 出 し た,四 人 の 旅 行 者 の 単 純 な 幸 福 は 真 夜 中 に 叩 き起 こ さ れ
た 医 者 が 示 し た,理 性 の 通 常 の拘 束 と 特 に 対 照 的 で あ る 。 彼 は 彼 女 の 白 痴 の 少 年 に つ い て,
ベ テ ィ の 質 問 を 受 け る 。 彼 女 は 彼 を 見 失 っ た が,医 者 は 彼 が 何 処 に い る か,知 っ て い る だ ろ
うか 。 当 然 の こ と,医 者 は ベ ッ ドに 帰 っ た 。 そ れ は,結 局,緊 急 の 治 療 で は な か っ た 。 だ が,
(3)J.R.Watson,EnglishPoetryoftheRomanticPeriod(Longmans,1988),p.124.
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ワーズワースは滑稽な状況の真面 目な側面を追求する。そ して,ど んなに多 くの人間の愛情
を医者は見失っているかを示 している。ジョニと母親 との喜ぽ しい再会,ス ザン ・ゲイルの
自然の回復は愛,無 私,そ して医者が全 く知 らない治癒の力の証拠である。)
理性 よ りも,love,selflessnessの方が人 に幸福 を もた らせ る。 このよ うに,ワ ーズ ワースは
この白痴 の少年 の中に宝 を見出 した。彼は最善 の人間を次の よ うに書 いている,
...menwhohaveneverknownfalserefinements,waywardandartificialdesires,falsecritic-
isms,effeminatehabitsofthinkingandfeeling,orwho,havingknownthesethings,haveout-
grownthem.(4>
(偽 り の 精 巧,我 が 侭 で 人 為 的 な 願 望,偽 りの 批 評,女 々 し い 思 考 感 情 を 持 っ た こ と の な
い 人 々,こ れ らを 体 験 した が,こ こ か ら抜 け 出 た 人 々 。)
詩 人 は 純 真 な 魂 を ど ん な に 愛 し た こ と だ ろ うか 。 こ の よ うな 価 値 観 を 持 っ て い る の で,彼 は
"madness"の中 に"potenti
allymorevaluablethansanity"(5)を見 出 す 。Watsonか ら,引 用 す る 。
IhaveoftenappliedtoIdiots,inmyownmind,thatsublimeexpressionofScripture,that
theirlifeishiddenwithGod.'...Ihaveindeed,oftenlookedupontheconductoffathersand
mothersofthelowerclassesofsocietytowardsIdiotsasthegreattriumphofthehumanheart.
Itistherethatweseethestrength,disinterestedness,andgrandeuroflove...(s)
(私は しぽ し ぼ,私 の 心 の 中 で,あ の 崇 高 な,聖 書 の 表 現,即 ち,「 彼 ら の 生 涯 は 神 に 隠
さ れ て い る 」 を 白 痴 に し ば しば 適 応 して き た … 私 は 本 当 に し ぽ し ば,下 層 階 級 の 父 親 や 母 親
の,白 痴 に 対 す る 態 度 を,人 間 の 心 の 偉 大 な 勝 利 と し て 見 た 。 こ こ に お い て ,私 達 は 愛 の 力,
無 私,そ し て 壮 麗 さ を 見 る の で あ る 。)
以上見 てきたよ うに,心 の清 らかな ことが,す べての全 てに勝 る。幼年期 の魂 も,そ の一つ
である。 ワーズワースは何に もまして,こ れを愛 していた。
ourchildhoodsits,
Oursimplechildhoodsitsuponathrone
Thathathmoresowerthanalltheelements. (V,531-33)
(4)Ibid.,p.123;seePrelude,VII,544-77.
(5)Ibid.,p.127.
(6)Ibid.,p.123.
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(人間の幼年期,わ れわれのあの清純な幼年期 こそは,じ つにあ らゆる物質的要素にた
ちまさる一種の玉座に坐っているのだ。)
この幼年期の魂の中に,後世不朽の名作を残す希望があった。
ThePoet'ssoulwaswithmeatthattime,
Sweetmeditations,thestilloverflow
Ofhappinessandtruth....
Whichalsofirstencouragedmetotrust
Withfirmness,hithertobuthighlytouched
Withsuchacharmingthought,thatImightleave
Somemonumentbehindmewhichpurehearts
Shouldreverence.
(詩人 の た ま しい と,さ ら に 甘 美 な 瞑 想
幸 福 感 と真 実 に み ちmれ た 静 か な 横 溢 感 とが,
当 時 の 私 に や ど っ て い た … … …
私 が 初 め て,勇 を 鼓 して,そ れ ま で 一 度 も
真 剣 に は 取 り組 ま な か っ た,あ る 大 胆 な 考 え,つ ま り
心 の 清 ら か な 人 た ち が 心 の 底 か ら 尊 敬 で き る よ うな 不 朽 の 名 作 を
後 世 に 残 し た い と い うこ とを,決 然 と心 を 踊 ら せ て
願 う よ うに な っ た の は 。)
(VI,54-69)
そ の純真 な心(heart)こそ,神 の宿 る宮 であるか らである。
Transcendentpeace
Andsilencedidwaituponthesethoughts
Thatwereafrequentcomforttomyyouth.
(超越 的 な 平 和 と 沈 黙,
そ う し た も の が,私 の 青 年 時 代 に しぼ しば こ こ ろ の 慰 め と な っ て,
こ う した 瞑 想 を 待 ち うけ て くれ た の だ 。)
(VI,157-59)
こ の よ うな 「超 越 的 な 平 和 と沈 黙 」(Transcendentpeaceandsilence")こそ,人 類 普 遍 の 道
理 で あ る,と い う こ とを,ス イ ス,ア ル プ ス 山 中 で 願 っ て い る 。
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Bysimplestrains
Offeeling,thepurebreathofreallife
Wewerenotleftuntouched.Withsuchabook
Beforeoureyes,wecouldnotchusebutread
Afrequentlessonofsoundtenderness,
Theuniversalreasonofmankind,
ThetruthofYoungandOld.
(気取 りの な い 心 情,
本 来 の 人 間 生 活 の も つ 清 ら か な 息 吹 き,そ う した も の に
私 た ち,深 く 感 動 せ ず に は い ら れ な か っ た 。 そ の よ うな 教 科 書 を
目の 前 に お い て,私 た ち は 入 類 普 遍 の 道 理 で あ り,
老 若 す べ て の 人 の 真 理 で あ る,あ の
健 全 な こ こ ろ の や さ し さ と い う,し き り に 繰 り返 さ れ る 教 訓 を,
た え ず,読 み と ら ざ る を え な か っ た 。)
(VI,471-77)
自然と人生の中にこのような思想を読み取ったこの詩人は何と高尚であることか。かような
詩人こそ,人 間の模範 とすべきである。青春の喜びは正にこのような心情,生 き方にあるので
ある。
theever-livingUniverse,
Andindependentspiritofpureyouth
Wereindependentspiritofpureyouth
Werewithmeatthatseason,anddelight
Wasinallplacesspreadaroundmysteps
Asconstantasthegrassuponthefields.
(永遠 に 生 き つ づ け る 宇 宙
純 粋 な 青 春 時 代 の,一 個 の 独 立 した 精 神,
あ の 季 節 に は,そ う した も の が 私 に あ り,
(VI,471-77)
よろ こびは,い た る ところで私の足 もとにひろがっていた,
まるで,の は らを うずめ る雑草の よ うに,尽 きる ことな く。
この心 は,自 然が持つ崇高な魂に よって持続 させ られ,い つ までも止む ことがない。
TheSpiritofNaturewasuponmehere;
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TheSoulofBeautyandenduringlife
Waspresentasahabit,anddiffused,
Throughmeagrelinesandcolours,andthepress
Ofself-destroying,transitorythings,
Composureandennoblingharmony.
(大自然 の 霊 は,こ こ で も,私 の 頭 上 に 存 在 した ま い,
美 の 魂 と,不 滅 の い の ち とが,ひ とつ の 習 わ し の よ うに
実 在 した ま い,そ う し て,貧 弱 な 輪 郭 や 色 彩 の な か に
ひ しめ き,打 ち 寄 せ て く る,あ の 自 滅 的 で 束 の 間 の
事 物 の な か に も,や は り,満 ち わ た らせ た も うた の だ,
あ の,心 の 落 ち 着 き と,人 間 の 魂 を 気 高 く して くれ る 調 和 と を 。)
(VII,736-41)
自然 の中にあって,人 はその魂 を正 しく清 く保つ こ とが できる。 この意味において,自 然 は
人間に,霊 的な意味 において も,な くてはな らないものである。 この点を,現 代 的な意 味を こ
めて,J.R.Watsonが明快 に論 じ.ている。(7)
WhenWordsworthwritesaboutnature,therefore,heisdoingsointhecontextofhisown
beliefsandexperience,andofhisconsciousnessofthepropheticrole.Hiswritingsaboutna-
turemustnotbeunderstoodsuperficially:whenhedescribesnature,ashedoesin`Tintern
Abbey'as
thenurse,
Theguide,thegurdianofmyheart,andsoul
Ofallmymoralbeing....(11.109-11)
heisdoingpreciselanguagefora・processwhichhewishes,asprophet,todeclaretothe
world:thatincontrasttothemechanical,diseasedwasteoflifethatisencouragedbymodern
urbansociety,therearewaysoflivingthatallowthefullerdevelopmentofthemindandheart:
KnowingthatNatureneverdidbetray
Theheartthatlovedher;'tisherprivilege,
Throughalltheyearsofthisourlife,tolead
Fromjoytojoy:forshecansoinform
Themindthatiswithinus,soimpress
Withquietnessandbeauty,andsofeed
(7)J.R.Watson,pp.112-13.
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Withloftythoughts,thatneithereviltongues,
Rashjudgments,northesneersofselfishmen,
Norgreetingswherenokindnessis,norall
Thedrearyintercourseofdailylife,
Shalle'erprevailagainstus,ordisturb
Ourcheerfulfaith,thatallwhichwebehold
Isfullofblessings.(TinternAbey',11.122-34)
(ワー ズ ワースが 自然 について書いてい るとき,そ れゆえに,彼 自身 の信 念 と経験 そ して,
予言 的役割 の意識 の文脈 においてその よ うに しているのである。彼 の自然に関 しての書 きも
のは表面 的には理解 しては な らないのであ る。彼が 自然を描写す るとき1『テ ィンター ン寺 院』
におけ るよ うに,
私の心 と,霊 魂そ して私 の
すべての道徳 的存在 の乳母 として,
案内人,守 護者 として……(ll.109-11)
自然を描写 しているのである。彼は予言者 として,世 に対 して,現 代 の都会的生活 によっ
て増 長 され る機械 的,病 的,浪 費 された生活 とは対 照的に,精 神 とこころの よ り完全 な発達
を許す生活の方法 がある ことを,宣 言す るために,方 法のために彼が望む正確 な言葉 を用い
てい るのであ る。
自然を愛す るものを,
自然はかつて裏切 りしことなき ことを知 りて,わ れはか く願 う。
我 ら,地 上にあ りて生 きる限 り,
喜び よ り喜びへ と導 くは 自然 の恩典 な り。
自然はわれ らの内心を霊感 し,
静穏 と美 とを印 し,高 遠 なる思想 をもって育み,
悪 しき言葉 も,軽 率な る判 断 も,
利 己主義者の冷笑 も,真 実 な き世辞 も,
日常生活におけ る物憂 き交 際 も,
凡 てわれ らを説得す ること能わず,
また,わ れ らが 日とみに映 るもの凡 ては祝福 に充て りとの
われ らの楽 しい信念を妨げ ること能わ じ。)
一 この箇所に限 り,田部重治訳(岩 波文庫版)を 用いる。
現在,地 球の環境が破壊され,問題 となっている。科学者,教 育者,政 治家は叡智を自然に
充分働かせなければならない。神から来る直感は人間側の推論よりも優れていることが明らか
,・
世界大学が目指す人間教育と理想の人間像(3)
になった。 この意味で,ワ ーズワースの自然認識は非常に有益 な意 味を教>xてい る。
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